
令和 2 年 12 ⽉ 12 ⽇ 
みらっぷをご利⽤の皆様 

株式会社⽔⼾⼼理・療育センター・みらっぷ 
代表取締役 富⽥ 賢史 

 

災 害 避 難 訓 練 を 行 い ま し た 
 
 下記のとおり災害避難訓練を⾏ったのでご報告いたします。 

ご利⽤者様の安全確保を第⼀に⾏動できるように⼿順を確実に実⾏するとともに、訓練後には 
問題点等の改善検討をいたしました。 
災害発⽣時には落ち着いてかつ速やかに⾏動できるように、今後も適宜訓練を⾏っていく予定です。
皆様のご理解とご協⼒をお願いいたします。 

 
記 

１． ⽇ 時   令和 2 年 12 ⽉ 11 ⽇（⾦） 13 時 00 分〜13 時 50 分 
２． 訓練内容 避難訓練の実施と備蓄品等の確認 
３． 想定状況  災害等により事業所内に留まることが危険になったので、避難をする。 
４． 参加者 みらっぷのスタッフ 4 名 
５． ⼿順 

 次のとおり実施しました。 

 
 

６． 訓練後の確認・検討内容 
（１） 防災品、備蓄品は当社の防災計画どおりの種類、数量が保管されていた。また、⽔や⾷

品など消費期限のある物品で期限切れや期限到来間近のものは無かった。 
（２） 避難場所の「宮本⼩児科」に向かう経路で次の危険個所が確認できた。 

・郡司板⾦塗装⼯場の道路に⾯したブロック塀が傷んでいて、地震で倒壊する恐れがある。 
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訓練の振り返り

終了

避難場所から帰社

開始

本⽇のスケジュール説明

計画書を確認する

今回は訓練対象外

　避難誘導係の訓練内容を
　観察し評価する。

防災備蓄品の収容場所、使⽤期限の確認

重要物・防災グッズ持ち出し

避難場所へ移動

到着、安全確認

保護者に連絡（模擬）
　１．避難理由、避難場所
　２．引き渡し場所
　３．連絡者の電話番号



・御茶園通りの「共同測量」近くの横断歩道は歩⾏者信号が無く通⾏⾞両も停⽌しない
ので、利⽤するのは危険である。 

（３） （２）の点から、宮本⼩児科に避難する際の経路は次のとおりとする。 
・当社駐⾞場を出てから、前⽅建物間の⼩路を通って御茶園通りに出る。 
・歩⾏者⽤信号のある横断歩道を渡って御茶園通りを横切る。 
・歩道を通って、宮本⼩児科医院まで向かう。 
 ※ただし、前⽅建物の損傷がひどい場合は変更前ルートで御茶園通りに出てから約２0
メートル戻って横断歩道を渡ることとする。 

（４） ⽇頃から災害発⽣時の⾃分の役割を意識しておくこと。災害発⽣時に担当者が不在である
こともあるので、他の担当の作業についても必要に応じた対応ができるように理解してお
くこと。 

 
７． 訓練⾵景． 
 
 
 
 
 
 
 
 

開始前ミーティングを行いました 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
      防災ﾊﾞｯｸﾞの収容品を確認中      持ち出し品を収容バックに入れます 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

      避難場所に向けて出発します   危険個所を確認しながら避難経路を進みました 

以上 


